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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

H2受 容体拮抗剤 (H2RA)は 連続投与を行うと、その酸分泌抑制効果が減弱する トレランス現
象がみ られることが知 られている。しかし、∬θιicοbαcr`′・〃′ο′・j陽 性者において、この トレラン
ス現象がおこるか否かは明 らかではなかった。また、カルシ トニン遺伝子関連ペプチ ド (cGRP)

を介 した胃酸分泌抑制作用を有する H2RAで あるラフチジンにおいても、トレランス現象に関す
る検討の報告はなかった。本検討では、健常ボランティア 20名 (H〃 ′ο

'・

j陰 性者 13名、H〃 ιο″j

陽性者 7名 )を 対象とし(ク ロスオーバー法にて 15日間のファモチジン20 mgお よびラフチジ
ン lo lngの朝夕 2・回投与を行い、1日 目と 15日目に胃内,pHモニタリング検査を施行 した。その

結果、鳳 〃ιο′ゼ陰性者ではファモチジン投与、ラフチジン投与において、15日 目には 1日 目に
比して胃内 pH4未 満時間の有意な延長と胃内 pH中 央値の有意な低下が観察された。一方、二

の′ιο″f陽 性者ではファモチジン投与、ラフチジン投与においても、15日 目における胃内 pH4メモ

満時間の延長、胃内 pH中 央値の低下は認められなかった。以上の結果より、H2RA連 続投与中
にみ られる トレランス現象はI PJ′′ο′・j陰 性者において特徴的にみ られ、I Py′ο″j陽 1生者では認
められない現象であることが明らかとなった。


